
 

宇治市教育委員会臨時会会議録 
 
日 時  令和３年１月５日（火） 午後５時００分 開議 
 
場 所  宇治市役所 ６０２会議室 
 
会 議 日 程 
 
日程第１  会議録署名委員の指名について 
日程第２  会期について 
日程第３  報告 

日程第４  議案第１号 令和２年１２月宇治市議会定例会提出議案に係る意見聴取に 
ついて 

 
会議に付した事項 会議日程に同じ 
 
出席者 
  教 育 長  岸 本 文 子 
（教育委員） 
教育長職務代理者  加 賀 爪  毅 
委       員  中 筋 斉 子 
委       員  小 山 栄 子 
委       員  左 聡 一 郎  

（出席職員職氏名） 
  部 長  伊 賀 和 彦    副 部 長  上 道 貴 志 
  教 育 支 援 セ ン タ ー 長  林 口 泰 之    教 育 総 務 課 長  栗 田 益 典 

  学 校 管 理 課 長  三 村 敦    生 涯 学 習 課 長  齊 藤 政 也 
  教 育 総 務 課 学 校 規 模 適 正 化 推 進 室 長  山 口 立 彦    学 校 管 理 課 副 課 長  佐 藤 勇 宏 

  生涯学習課副課長  宮 本 義 典 

 
（書記職員職氏名） 

教育総務課企画庶務係長  加 藤 冬 子    教育総務課主任  前 田 圭 祐 
 

開       会  （午後５時００分） 
 
○開会宣言 教育長が１月教育委員会臨時会議の開会を宣言する。 
 



 

○日程第１ 会議録署名委員の指名について 
教育長から宇治市教育委員会会議規則第１３条第３項の規定により、左委

員を指名する。 
 
○日程第２ 会期について 

教育長から１日限りとする旨の提案があり、全会一致で決定する。 
 
○日程第３ 報告 

（１）令和２年度 児童・生徒数推計について 

 

以上１件を報告する。 

 

 
[説 明] 

（１）令和２年度 児童・生徒数推計について 

令和２年１２月１６日の教育委員会において、現行制度での児童・生徒数推計を報告

したところだが、１２月１７日の閣僚折衝において、令和３年度政府予算案で、令和３

年度より公立小学校の学級定員を５年間で段階的に３５人にする方針が示されたことに

伴い、政府方針に基づいた児童・生徒数推計を報告するものである。 

宇治市立小学校においては、小学校１年に加えて、既に府教委の施策で小学校２年

も、３５人以下の学級編制としており、小学校３年から４０人以下の学級編制となって

いる。現在、国では３５人学級を来年度に小学校２年で実施し、それ以降は１学年ずつ

順に移行させていく予定とされている。今年度の状況と３５人以下学級のクラス数の合

計の学級数の比較で、１クラス増となる学校は、菟道小、小倉小、伊勢田小、南小倉

小、大開小、宇治小、南部小の７小学校である。２クラス増となる学校は、槇島小、三

室戸小、御蔵山小の３小学校で、逆に１クラス減になる学校は神明小学校である。神明

小の２年は、１年時には児童７１人で３クラスであったが、２年時に６７人に減少し、

本来なら２クラスでだが、府教委の施策により３クラスになっているためである。 

なお、３５人以下学級とした場合、各小学校ともクラス増となるが、教室数には余裕

があり、対応はできる状況である。 

 

［質 疑］ 

［委 員］北小倉小学校のような、３６人のクラスでも２クラスとなるのか。 

［事務局］今のところ２クラスになるということになっている。 

［委 員］宇治小学校の保有教室と学級数が２７となるが、これ以上クラス数が増え

た場合、どのように対応するのか。 

［事務局］人数が増えた場合、他に転用できる教室があるかを検討する。大幅に増

加する場合は、プレハブを建てる等の検討も考える。 



 

［委 員］大幅にクラス数が増えた場合は、校区再編も検討するのか。 

［事務局］現在の推計上では教室の転用で対応ができると考えている。 

 
○日程第４ 議案第１号  令和２年１２月宇治市議会定例会提出議案に係る意見聴取に

ついて 
 
教育長より、本件は宇治市議会提出前の案件であり、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第１４条第７項の規定により非公開とする旨の提案があり、全会一致で決定す

る。 

 

[説 明] 
令和２年１２月宇治市議会定例会提出議案として、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第２９条に基づき、宇治市長から１月５日付けで意見聴取されているもので、

教育委員会としては、この内容に異議がないとするものである。議案は「令和２年度宇

治市一般会計補正予算（第１１号及び第１２号）について」である。 

補正予算第１１号については、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、早急な予

算措置が必要となる対応策として、感染拡大防止用備品等の対応をするものである。新

型コロナウイルス感染症の感染者が市内でも増加する中、多数の市民等が来庁、活動す

る施設について、実情に応じた追加対策を講じることができるよう、マスクや消毒液等

を購入するための感染症対策経費として、市全体で１,０００万円を追加計上するもの

である。そのうち市教育委員会分としては、社会教育施設用に１００万円を計上してい

るものである。 

続いて、補正予算第１２号である。今回の補正予算は、令和２年度国庫補助金の交付

決定追加に伴う小学校３校・中学校３校の体育館等非構造部材耐震改修工事の事業費の

増額及び財源の調整並びに繰越明許費の設定を行うものである。補正額については、小

学校３校で１億２，８３５万円、中学校３校で１億２，０１５万円、合わせて２億４，

８５０万円を歳出として追加計上するとともに、国庫支出金８，３２７万８千円、市債

１億６，４７０万円を歳入に計上している。 

 

［質 疑］ なし 

 

 ［討 論］ なし 

 

 ［採 決］ 採決の結果、全会一致で可決する。 
 
○閉会宣言 教育長が１月教育委員会臨時会の閉会を宣言する。 

 

閉       会  （午後５時２０分） 


